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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被膜形成対象物の表面に被膜を形成する被膜の製造方法であって、
　前記被膜形成対象物に組成物を直接に静電スプレーして繊維を含む堆積物からなる被膜
を形成する静電スプレー工程を具備し、
　前記組成物が、以下の成分（ａ）、成分（ｂ）及び成分（ｃ）を含み、
　前記組成物における前記成分（ａ）の含有量は５０質量％以上であり、
　前記組成物における前記成分（ｂ）の含有量は６質量％以上４０質量％以下であり、
　前記被膜あるいは前記組成物における、前記成分（ｂ）と前記成分（ｃ）の合計量に対
する前記成分（ｃ）の質量比（（ｃ）／（（ｂ）＋（ｃ）））の値が、０．０５以上０．
７５以下である、被膜の製造方法。
（ａ）水、アルコール及びケトンから選択される１種又は２種以上の揮発性物質。
（ｂ）被膜形成能を有する水不溶性ポリマー。
（ｃ）２０℃で液体の油及びポリオールから選択される１種又は２種以上を含有する液剤
。
【請求項２】
　前記被膜は、構成する前記繊維の表面側に、前記成分（ｃ）が存在する液剤担持被膜を
有している、請求項１に記載の被膜の製造方法。
【請求項３】
　前記成分（ｃ）が、炭化水素油、エステル油、シリコーン油、高級アルコール、及びポ
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リオールから選択される１種又は２種以上の物質である、請求項１又は２に記載の被膜の
製造方法。
【請求項４】
　前記静電スプレー工程において、静電スプレー装置を用いて前記被膜形成対象物に前記
組成物を静電スプレーして、繊維の堆積物からなる被膜を形成し、
　前記静電スプレー装置が、前記組成物を収容する容器と、前記組成物を吐出するノズル
と、前記容器中に収容されている前記組成物を前記ノズルに供給する供給装置と、前記ノ
ズルに電圧を印加する電源とを備える請求項１ないし３のいずれか一項に記載の被膜の製
造方法。
【請求項５】
　前記被膜形成対象物がヒトの皮膚の表面である請求項１ないし４のいずれか一項に記載
の被膜の製造方法。
【請求項６】
　成分（ａ）が成分（ａ１）エタノール、イソプロピルアルコール、及びブチルアルコー
ルから選ばれる１種又は２種以上と成分（ａ２）水とを含有する請求項１ないし５のいず
れか一項に記載の被膜の製造方法。
【請求項７】
　成分（ｃ）が、炭化水素油、エステル油、シリコーン油、及びポリオールから選択され
る１種又は２種以上である請求項１ないし６のいずれか一項に記載の被膜の製造方法。
【請求項８】
　前記組成物は２０℃で液状であって、前記繊維は前記液状の組成物が静電スプレーされ
て形成される請求項１ないし７のいずれか一項に記載の被膜の製造方法。
【請求項９】
　前記被膜形成対象物がヒトの皮膚であって、被膜は被膜の形成後に被膜を通して皮膚の
色を視認できる透明又は半透明である、請求項１ないし８のいずれか一項に記載の被膜の
製造方法。
【請求項１０】
　前記被膜を形成する繊維が連続繊維である請求項１ないし９のいずれか一項に記載の被
膜の製造方法。
【請求項１１】
　前記被膜は、形成する繊維の交差する部分における結合部を含む請求項１ないし１０の
いずれか一項に記載の被膜の製造方法。
【請求項１２】
　成分（ａ）が（ａ１）エタノールと（ａ２）水を含み、成分（ｂ）が完全鹸化ポリビニ
ルアルコール、部分鹸化ポリビニルアルコール、ポリビニルブチラール樹脂、（アクリル
酸アルキル・オクチルアミド）共重合体、オキサゾリン変性シリコーン、ポリエステル、
及びツエインから選ばれる１種又は２種以上であり、成分（ｃ）が炭化水素油、エステル
油、シリコーン油、及びポリオールから選ばれる１種又は２種以上である請求項１ないし
１１のいずれか一項に記載の被膜の製造方法。
【請求項１３】
　前記静電スプレーの装置が、ヒトの手で把持可能な静電スプレー装置又はヒトの手で把
持可能なスプレーノズルを備える操作部を有する静電スプレー装置である請求項１ないし
１２のいずれか一項に記載の被膜の製造方法。
【請求項１４】
　以下の成分（ａ）、成分（ｂ）及び成分（ｃ）を含む組成物であって、
　前記組成物における前記成分（ａ）の含有量は５０質量％以上であり、
　前記組成物における前記成分（ｂ）の含有量は６質量％以上４０質量％以下であり、
　被膜あるいは前記組成物における、前記成分（ｂ）と前記成分（ｃ）の合計量に対する
前記成分（ｃ）の質量比（（ｃ）／（（ｂ）＋（ｃ）））の値が、０．０５以上０．７５
以下であり、
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　被膜形成対象物に直接静電スプレーして、繊維を含む堆積物からなる被膜を形成するた
めに用いられる組成物。
（ａ）水、アルコール及びケトンから選択される１種又は２種以上の揮発性物質。
（ｂ）被膜形成能を有する水不溶性ポリマー。
（ｃ）２０℃で液体の油及びポリオールから選択される１種又は２種以上を含有する液剤
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被膜の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化粧料、化粧料成分或いは外傷用医薬剤を皮膚に有効に活用するために、例えば特許文
献１には、化粧料あるいは化粧料成分を保持させてなる化粧用シートが記載されている。
また、例えば特許文献２及び３には、静電スプレーによって被膜を形成する方法が記載さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１７９６２９号公報
【特許文献２】特開２００６－１０４２１１号公報
【特許文献３】特表２０００－５１６１３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の化粧用シートは、化粧料あるいは化粧料成分を保持しているので、
化粧料等を皮膚に有効に活用させることができる。しかし、特許文献１に記載の化粧用シ
ートは、予め作製されたシートに化粧料等を含有させるため、着用中に摩擦力がかかると
シートの際から剥離し易い。また、予め作製されたシートの繊維中に、化粧料等に加え、
アーモンド油、アボカド油、或いはオリーブ油等の不揮発性の油やポリオールを含有した
状態で保管すると、シートの構成繊維の繊維形態が崩れシート形態が崩れ易く、保存安定
性が悪くなってしまう。
【０００５】
　特許文献２に記載の静電スプレーによる皮膚の処理方法は、粒子状粉末物質である粒子
を静電気的適用によって皮膚を処理する方法である。よって、被膜が繊維の堆積物ではな
いため、一枚の膜の形態を維持し難く、使用中に部分的に粒子が脱落するなど耐久性が劣
り、また、使用後に剥がし難い。
【０００６】
　一方、特許文献３に記載の静電スプレーによる被覆を形成する方法は、形成される被膜
が繊維の堆積物であるため、一枚膜として取り扱うことができ、使用後に剥がし易くなる
。しかし、静電スプレーによって形成された被膜と基板との密着性が十分でなく、摩擦等
の外力に起因して被膜が損傷したり剥離したりすることがある。更に、特許文献３には、
繊維の堆積物からなる被膜を透明化し皮膚を自然な状態で被覆することに関して、何ら記
載されていない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　したがって本発明は、前述した従来技術が有する欠点を解消し得る被膜の製造方法を提
供することにある。
【０００８】
　本発明は、被膜形成対象物の表面に被膜を形成する被膜の製造方法であって、前記被膜
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形成対象物に組成物を直接に静電スプレーして繊維の堆積物からなる被膜を形成する静電
スプレー工程を具備し、前記組成物が、以下の成分（ａ）、成分（ｂ）及び成分（ｃ）を
含む、被膜の製造方法。（ａ）水、アルコール及びケトンからなる群より選択される１種
又は２種以上の揮発性物質。（ｂ）被膜形成能を有するポリマー。（ｃ）２０℃で液体の
油及びポリオールから選択される１種又は２種以上を含有する液剤。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、被膜形成対象物と静電スプレーによって形成された被膜との密着性が
高くなると共に、被膜の見た目が透明で被膜形成対象物を自然な状態で被覆できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明で好適に用いられる静電スプレー装置の構成を示す概略図である
。
【図２】図２は、静電スプレー装置を用いて静電スプレー法を行う様子を示す模式図であ
る。
【図３】図３は、実施例３の被膜のＳＥＭ画像である。
【図４】図４は、比較例１の被膜のＳＥＭ画像である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下本発明を、その好ましい実施形態に基づき図面を参照しながら説明する。本発明の
製造方法は、被膜形成対象物の表面に被膜を形成する被膜の製造方法である。本実施形態
においては、所定の成分を含む組成物を、被膜形成対象物の一例であるヒトの皮膚の表面
に直接施して被膜を形成する。被膜の形成方法として、本発明では静電スプレー法を採用
している。静電スプレー法は、組成物に正又は負の高電圧を印加して該組成物を帯電させ
、帯電した該組成物を被膜形成対象物に向けて噴霧する方法である。噴霧された組成物は
クーロン反発力によって微細化を繰り返しながら空間に広がり、その過程で、又は被膜形
成対象物に付着した後に、揮発性物質である溶媒が乾燥することで、被膜形成対象物の表
面に被膜を形成する。
【００１２】
　本発明において用いられる前記の組成物（以下、この組成物のことを「噴霧用組成物」
とも言う。）は、静電スプレー法が行われる環境下（例えば２０℃）において液体のもの
である。この組成物は、以下の成分（ａ）、成分（ｂ）及び成分（ｃ）を含んでいる。
（ａ）水、アルコール及びケトンから選ばれる１種又は２種以上の揮発性物質。
（ｂ）被膜形成能を有するポリマー。
（ｃ）２０℃で液体の油及びポリオールから選択される１種又は２種以上を含有する液剤
。
　噴霧用組成物は、静電スプレー法によって、被膜形成対象物の一例であるヒトの皮膚に
、繊維を含む堆積物からなる透明又は半透明の被膜を形成する被膜の製造方法に使用され
る。
　以下、各組成物について説明する。
【００１３】
　成分（ａ）の揮発性物質は、液体の状態において揮発性を有する物質である。噴霧用組
成物において成分（ａ）は、電界内に置かれた該噴霧用組成物を十分に帯電させた後、ノ
ズル先端から被膜形成対象物である例えば皮膚に向かって吐出され、成分（ａ）が蒸発し
ていくと、噴霧用組成物の電荷密度が過剰となり、クーロン反発によって更に微細化しな
がら成分（ａ）が更に蒸発していき、最終的に乾いた被膜を形成させる目的で配合される
。この目的のために、揮発性物質はその蒸気圧が２０℃において０．０１ｋＰａ以上、１
０６．６６ｋＰａ以下であることが好ましく、０．１３ｋＰａ以上、６６．６６ｋＰａ以
下であることがより好ましく、０．６７ｋＰａ以上、４０．００ｋＰａ以下であることが
更に好ましく、１．３３ｋＰａ以上、４０．００ｋＰａ以下であることがより一層好まし
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い。
【００１４】
　成分（ａ）の揮発性物質のうち、アルコールとしては例えば一価の鎖式脂肪族アルコー
ルや、一価の環式脂肪族アルコールや、一価の芳香族アルコールが好適に用いられる。そ
れらの具体例としては、エタノール、イソプロピルアルコール、ブチルアルコール、フェ
ニルエチルアルコール、プロパノール、ペンタノールなどが挙げられる。これらのアルコ
ールは、これらから選ばれる１種又は２種以上を用いることができる。
【００１５】
　成分（ａ）の揮発性物質のうち、ケトンとしては例えばアセトン、メチルエチルケトン
、メチルイソブチルケトンなどが挙げられる。これらのケトンは１種を単独で、又は２種
以上を組み合わせて用いることができる。
【００１６】
　成分（ａ）の揮発性物質は、より好ましくはエタノール、イソプロピルアルコール、ブ
チルアルコール、及び水から選ばれる１種又は２種以上であり、より好ましくはエタノー
ル、及びブチルアルコールから選ばれる１種又は２種以上であり、そして最も好ましくは
エタノールである。また、成分（ａ）の揮発性物質は、後述する成分（ｂ）が水不溶性ポ
リマーである場合、成分（ｂ）の分散性の観点から、（ａ１）エタノール、イソプロピル
アルコール、及びブチルアルコールから選ばれる１種又は２種以上を含有し、電荷付与の
観点から（ａ２）水との混合液が好ましい。成分（ａ２）と成分（ａ１）との質量比（ａ
２）／（ａ１）は、噴霧用組成物による繊維の形成性と被膜の密着性の観点から０.００
２５以上０．３以下であることが好ましい。
【００１７】
　噴霧用組成物は、成分（ａ）とともに、成分（ｂ）である被膜形成能を有するポリマー
を含有する。成分（ｂ）である被膜形成能を有するポリマーは、一般に、成分（ａ）の揮
発性物質に溶解することが可能な物質である。ここで、溶解するとは２０℃において分散
状態にあり、その分散状態が目視で均一な状態、好ましくは目視で透明又は半透明な状態
であることを言う。
【００１８】
　被膜形成能を有するポリマーとしては、成分（ａ）の揮発性物質の性質に応じて適切な
ものが用いられる。具体的には、被膜形成能を有するポリマーは水溶性ポリマーと水不溶
性ポリマーとに大別される。本明細書において「水溶性ポリマー」とは、１気圧・２３℃
の環境下において、ポリマー１ｇを秤量したのちに、１０ｇのイオン交換水に浸漬し、２
４時間経過後、浸漬したポリマーの０．５ｇ以上が水に溶解する性質を有するものをいう
。一方、本明細書において「水不溶性ポリマー」とは、１気圧・２３℃の環境下において
、ポリマー１ｇ秤量したのちに、１０ｇのイオン交換水に浸漬し、２４時間経過後、浸漬
したポリマーの０．５ｇ超が溶解しない性質を有するものをいう。被膜形成能を有するポ
リマーは、水不溶性ポリマーを含むことが好ましい。
【００１９】
　水溶性である被膜形成能を有するポリマーとしては、例えばプルラン、ヒアルロン酸、
コンドロイチン硫酸、ポリ－γ－グルタミン酸、変性コーンスターチ、β-グルカン、グ
ルコオリゴ糖、ヘパリン、ケラト硫酸等のムコ多糖、セルロース、ペクチン、キシラン、
リグニン、グルコマンナン、ガラクツロン酸、サイリウムシードガム、タマリンド種子ガ
ム、アラビアガム、トラガントガム、大豆水溶性多糖、アルギン酸、カラギーナン、ラミ
ナラン、寒天（アガロース）、フコイダン、メチルセルロース、ヒドロキシプロピルセル
ロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース等の天然高分子、部分鹸化ポリビニルアル
コール（架橋剤と併用しない場合）、低鹸化ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリド
ン（ＰＶＰ）、ポリエチレンオキサイド、ポリアクリル酸ナトリウム等の合成高分子など
が挙げられる。これらの水溶性ポリマーは単独で又は２種以上を組み合わせて用いること
ができる。これらの水溶性ポリマーのうち、被膜の製造が容易である観点から、プルラン
、並びに部分鹸化ポリビニルアルコール、低鹸化ポリビニルアルコール、ポリビニルピロ
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リドン及びポリエチレンオキサイド等の合成高分子を用いることが好ましい。水溶性ポリ
マーとしてポリエチレンオキサイドを用いる場合、その数平均分子量は、５万以上３００
万以下であることが好ましく、１０万以上２５０万以下であることが一層好ましい。
【００２０】
　一方、水不溶性である被膜形成能を有するポリマーとしては、例えば被膜形成後に不溶
化処理できる完全鹸化ポリビニルアルコール、架橋剤と併用することで被膜形成後に架橋
処理できる部分鹸化ポリビニルアルコール、ポリ（Ｎ－プロパノイルエチレンイミン）グ
ラフト－ジメチルシロキサン／γ－アミノプロピルメチルシロキサン共重合体等のオキサ
ゾリン変性シリコーン、ポリビニルアセタールジエチルアミノアセテート、ツエイン（と
うもろこし蛋白質の主要成分）、ポリエステル、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、ポリアクリロニト
リル樹脂、ポリメタクリル酸樹脂等のアクリル樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリビニルブチ
ラール樹脂、ポリエチレンテレフタレート樹脂、ポリブチレンテレフタレート樹脂、ポリ
ウレタン樹脂、ポリアミド樹脂、ポリイミド樹脂、ポリアミドイミド樹脂などが挙げられ
る。これらの水不溶性ポリマーは単独で（１種）又は２種以上を組み合わせて用いること
ができる。これらの水不溶性ポリマーのうち、被膜形成後に不溶化処理できる完全鹸化ポ
リビニルアルコール、架橋剤と併用することで被膜形成後に架橋処理できる部分鹸化ポリ
ビニルアルコール、ポリビニルブチラール樹脂、（アクリル酸アルキル・オクチルアミド
）共重合体等のアクリル樹脂、ポリ（Ｎ－プロパノイルエチレンイミン）グラフト－ジメ
チルシロキサン／γ－アミノプロピルメチルシロキサン共重合体等のオキサゾリン変性シ
リコーン、ポリエステル、ツエイン等を用いることが好ましい。
【００２１】
　噴霧用組成物は、成分（ａ）及び成分（ｂ）とともに、成分（ｃ）である２０℃で液体
の油及びポリオールから選択される１種又は２種以上を含有する液剤を含有する。成分（
ｃ）は、液体の状態において不揮発性であるのが好ましい。成分（ｃ）は、一般に、成分
（ｂ）のポリマーと同様に、成分（ａ）の揮発性物質に溶解することが可能な物質である
。ここで、溶解するとは、２０℃において分散状態にあり、その分散状態が目視で均一な
状態、好ましくは目視で透明又は半透明な状態であることを言う。
【００２２】
　成分（ｃ）である２０℃で液体の油としては、成分（ａ）の揮発性物質の性質に応じて
適切なものが用いられる。前記油としては、２０℃において液状の炭化水素油、エステル
油、シリコーン油、高級アルコールが挙げられ、これらから選ばれる液体油を１種又は２
種以上を組み合わせて用いることができる。本発明において、２０℃において液体の油を
「液体油」ともいう。ここでエステル油とは、植物油に含まれるトリアシルグリセライド
（トリグリセリン脂肪酸エステル）等の油以外に、ＨＬＢ値が１０以下のエステル構造を
有する化合物も含まれる。ここでＨＬＢ値は、親水性－親油性のバランス（Ｈｙｄｒｏｐ
ｈｉｌｅ Ｌｉｐｏｐｈｉｌｅ Ｂａｌａｎｃｅ）を示す指標であり、本発明においては、
小田及び寺村らによる次式により算出した値を用いる
　　　　ＨＬＢ＝（Σ無機性値／Σ有機性値）×１０
　成分（ｃ）は、成分（ｂ）のポリマーの被膜形成対象物への密着性をより向上する観点
から、２０℃において液体の油を含有することが好ましく、極性を有し、成分（ｂ）のポ
リマーの被膜対象物へ密着性をより良好にする観点から、好ましくはエステル油、及び高
級アルコールから選ばれる１種又は２種以上を含有することが好ましく、エステル油から
選ばれる１種又は２種以上を含有することが好ましい。
【００２３】
　成分（ｃ）として上述した２０℃で液体の炭化水素油としては、流動パラフィン、スク
ワラン、スクワレン、ｎ－オクタン、ｎ－ヘプタン、シクロヘキサン、軽質イソパラフィ
ン、流動イソパラフィン等が挙げられ、使用感を向上させる観点から流動パラフィン、ス
クワランが好ましい。また、静電噴霧された被膜を皮膚に密着させる観点から、炭化水素
油の３０℃における粘度は、好ましくは１０ｍＰａ・ｓ以上であり、より好ましくは３０
ｍＰａ・ｓ以上である。かかる観点から３０℃において粘度が１０ｍＰａ・ｓ未満である
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、イソドデカン、イソヘキサデカン、水添ポリイソブテンの噴霧用組成物中の含有量は、
好ましくは１０質量％以下であり、より好ましくは５質量％以下であり、更に好ましくは
１質量％以下であり、より更に好ましくは０．５質量％以下であり、含有しなくてもよい
。ここでの粘度は、３０℃においてＢＭ型粘度計（トキメック社製、測定条件：ローター
Ｎｏ．１、６０ｒｐｍ、１分間）により測定される。なお、成分（ｃ）は２０℃で液体で
あるため、３０℃における粘度の上限は、流動性のある範囲であればよく、好ましくは２
０００ｍＰａ・ｓ以下である。
【００２４】
　成分（ｃ）として上述した２０℃で液体のエステル油としては、ＨＬＢ値が１０以下の
エステル化合物が挙げられ、脂肪酸エステル、脂肪酸アルコールエステル、多価アルコー
ルエステル、グリセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂
肪酸エステルが挙げられ、これらから選ばれる１種又は２種以上を用いることができる。
なお、グリセリン脂肪酸エステルとしては、モノグリセリン脂肪酸エステル、ジグリセリ
ン脂肪酸エステル、トリグリセリン脂肪酸エステルが含まれる。
【００２５】
　成分（ｃ）として上述した２０℃で液体のエステル油としては、例えば、ミリスチン酸
イソプロピル、オクタン酸セチル、ミリスチン酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソプ
ロピル、ステアリン酸ブチル、ラウリン酸ヘキシル、ミリスチン酸ミリスチル、オレイン
酸デシル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、乳酸セチル、乳酸ミリスチル、酢酸ラノ
リン、ステアリン酸イソセチル、イソステアリン酸イソセチル、１２－ヒドロキシステア
リル酸コレステリル、ジ２－エチルヘキサン酸エチレングリコール、ジペンタエリスリト
ール脂肪酸エステル、モノイソステアリン酸Ｎ－アルキルグリコール、ジカプリン酸ネオ
ペンチルグリコール、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ２－ヘプチルウンデカン酸グリセリ
ン、トリ２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチ
ロールプロパン、テトラ２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリット、トリ２－エチルヘキ
サン酸グリセリル、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、セチル２－エチルヘ
キサノエート、２－エチルヘキシルパルミテート、ナフタレンジカルボン酸ジエチルヘキ
シル、安息香酸（炭素数１２～１５）アルキル、イソノニルイソノナノエート、セテアリ
ルイソノナノエート、トリ（カプリル酸・カプリン酸）グリセリン、（ジカプリル酸／カ
プリン酸）ブチレングリコール、トリラウリン酸グリセリル、トリミリスチン酸グリセリ
ル、トリパルミチン酸グリセリル、トリイソステアリン酸グリセリル、トリ２－ヘプチル
ウンデカン酸グリセリル、トリベヘン酸グリセリル、トリヤシ油脂肪酸グリセリル、トリ
オレイン酸グリセリル、トリリノール酸グリセリル、ヒマシ油脂肪酸メチルエステル、オ
レイン酸オレイル、パルミチン酸２－ヘプチルウンデシル、アジピン酸ジイソブチル、Ｎ
－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸－２－オクチルドデシルエステル、アジピン酸ジ２－ヘ
プチルウンデシル、エチルラウレート、アジピン酸イソブチル、セバシン酸ジエチル、セ
バシン酸ジ２－エチルヘキシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシル、パルミチン酸２－ヘ
キシルデシル、アジピン酸２－ヘキシルデシル、セバシン酸ジイソプロピル、コハク酸ジ
２－エチルヘキシル、クエン酸トリエチル、パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル、
ジピバリン酸トリプロピレングリコール等が挙げられる。
【００２６】
　これらの中では、静電噴霧された被膜を皮膚に密着させる観点及び皮膚に塗布した際の
感触を向上させる観点から、ミリスチン酸オクチルドデシル、ミリスチン酸ミリスチル、
ステアリン酸イソセチル、イソステアリン酸イソセチル、セテアリルイソノナノエート、
アジピン酸イソブチル、セバシン酸ジエチル、セバシン酸ジ２－エチルヘキシル、ミリス
チン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジカプリ
ン酸ネオペンチルグリコール、安息香酸（炭素数１２～１５）アルキル、イソノニルイソ
ノナノエート、トリ（カプリル酸・カプリン酸）グリセリン、及びオレイン酸、ステアリ
ン酸、パルミチン酸、エイコセン酸、イコセン酸、並びにドコセン酸等の脂肪酸を構成要
素とするトリアシルグリセライドから選ばれる少なくとも１種（１種又は２種以上）が好
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ましく、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、リンゴ酸ジイソステア
リル、セバシン酸ジエチル、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、安息香酸（炭素数１
２～１５）アルキル、イソノニルイソノナノエート、トリ（カプリル酸・カプリン酸）グ
リセリン、及びオレイン酸、エイコセン酸、イコセン酸、ドコセン酸から選ばれる１種又
は２種以上を構成要素とするトリアシルグリセライドから選ばれる１種又は２種以上が好
ましい。
【００２７】
　また、上述したトリグリセライド等のエステル油を含むオリーブ油、ホホバ油、マカデ
ミアナッツ油、メドフォーム油、ヒマシ油、紅花油、ヒマワリ油、アボカド油、キャノー
ラ油、キョウニン油、米胚芽油、米糠油などの植物油、ラノリン等を含む動物油を用いる
こともできる。
【００２８】
　成分（ｃ）として上述した２０℃で液体のエステル油に含まれる、ポリグリセリン脂肪
酸エステルとしては、ＨＬＢ値が１０以下である、イソステアリン酸ポリグリセリル、ジ
イソステアリン酸ポリグリセリル、トリイソステアリン酸ポリグリセリル、ステアリン酸
ポリグリセリル、オレイン酸ポリグリセリル、セスキカプリン酸ポリグリセリルが挙げら
れる。また、ソルビタン脂肪酸エステルとしては、ＨＬＢ値が１０以下である、モノステ
アリン酸ソルビタン、モノオレイン酸ソルビタン、セスキオレイン酸ソルビタン、セスキ
イソステアリン酸ソルビタン、モノパルミチン酸ソルビタン、トリステアリン酸ソルビタ
ン、トリオレイン酸ソルビタン、ヤシ油脂肪酸ソルビタン等が挙げられる。
　これらの中では、静電噴霧された被膜を皮膚に密着させる観点及び皮膚に塗布した際の
感触を向上させる観点から、イソステアリン酸ポリグリセリル、ジイソステアリン酸ポリ
グリセリル、トリイソステアリン酸ポリグリセリル、ステアリン酸ポリグリセリル、オレ
イン酸ポリグリセリル、セスキカプリン酸ポリグリセリルが好ましく、ジイソステアリン
酸ポリグリセリルがより好ましい。
【００２９】
　成分（ｃ）として上述した２０℃で液体のシリコーン油としては、ジメチルポリシロキ
サン、ジメチルシクロポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、メチルハイドロ
ジェンポリシロキサン、高級アルコール変性オルガノポリシロキサン等が挙げられる。本
発明の噴霧用組成物は、皮膚等への密着性を向上させる観点から、シリコーン油の噴霧用
組成物中の含有量は、好ましくは１０質量％以下であり、より好ましくは７質量％以下で
あり、好ましくは、０．１質量％以上であり、より好ましくは１質量％以上である。なお
、シリコーン油は、本発明の噴霧用組成物中に含有しなくてもよく、その場合は、含有量
は５質量％以下であり、更に好ましくは１質量％以下であり、より更に好ましくは０．１
質量％以下である。
　２５℃におけるシリコーン油の動粘度は、静電噴霧された被膜を皮膚等に密着させる観
点から、好ましくは３ｍｍ2／ｓ以上であり、より好ましくは４ｍｍ2／ｓ以上であり、更
に好ましくは５ｍｍ2／ｓ以上であり、好ましくは３０ｍｍ2／ｓ以下であり、より好まし
くは２０ｍｍ2／ｓ以下であり、更に好ましくは１０ｍｍ2／ｓ以下である。これらの中で
は静電噴霧された被膜を密着させる観点から、シリコーン油はジメチルポリシロキサンを
含むことが好ましい。
【００３０】
　成分（ｃ）として上述した２０℃で液体の高級アルコールとしては、炭素数１２～２０
の液状の高級アルコールが挙げられ、分岐脂肪酸あるいは不飽和脂肪酸の高級アルコール
が好ましく、イソステアリルアルコール、オレイルアルコールがより好ましい。
【００３１】
　また、成分（ｃ）がポリオールである場合、成分（ａ）の揮発性物質の性質に応じて適
切なものが用いられる。具体的に、前記ポリオールとしては、エチレングリコール、プロ
ピレングリコール、１，３－プロパンジオール、１，３－ブタンジオール等のアルキレン
グリコール；ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール、数平均分子量が１０００
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以下のポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール等のポリアルキレングリコー
ル；グリセリン、ジグリセリン、トリグリセリン等のグリセリン又はポリグリセリルが挙
げられる。これらのうち、使用感を向上させる観点から、エチレングリコール、プロピレ
ングリコール、１，３－ブタンジオール、ジプロピレングリコール、ポリエチレングリコ
ール、グリセリン、ジグリセリンが好ましく、プロピレングリコール、１，３－ブタンジ
オール、グリセリン、ジプロピレングリコールがより好ましい。なお、ポリエチレングリ
コールは、その数平均分子量が、より好ましくは６００以下であり、更に好ましくは４０
０以下である。
【００３２】
　成分（ｃ）の例として上述した２０℃で液体の油及びポリオールは、単独で又は２種以
上を組み合わせて用いることができる。前記成分（ｃ）は、被膜形成能を有するポリマー
の可塑剤であることが好ましい。上述した通り、前記成分（ｃ）は、炭化水素油、エステ
ル油、シリコーン油、及び高級アルコールから選ばれる２０℃で液体の油、並びにアルキ
レングリコール、ポリアルキレングリコール、グリセリン及びトリグリセリンから選ばれ
るポリオールから選択される１種又は２種以上の物質であることが好ましい。
【００３３】
　噴霧用組成物における成分（ａ）の含有量は、５０質量％以上であることが好ましく、
５５質量％以上であることが更に好ましく、６０質量％以上であることが一層好ましい。
また９８質量％以下であることが好ましく、９６質量％以下であることが更に好ましく、
９４質量％以下であることが一層好ましい。噴霧用組成物における成分（ａ）の含有量は
、５０質量％以上９８質量％以下であることが好ましく、５５質量％以上９６質量％以下
であることが更に好ましく、６０質量％以上９４質量％以下であることが一層好ましい。
この割合で噴霧用組成物中に成分（ａ）を配合することで、静電スプレー法を行うときに
噴霧用組成物を十分に揮発させることができる。
　本発明における噴霧用組成物には、本発明の効果を損なわない範囲で、固体状や半固体
状の油、すなわち、成分（ｃ）以外の油を含有することができる。被膜の被膜形成対象物
への密着性を向上させる観点から、噴霧用組成物の安定性の観点から、成分（ｃ）以外の
油は、噴霧用組成物中には、１０質量％以下であることが好ましく、８質量％以下である
ことがより好ましく、６質量％以下であることが更に好ましい。
【００３４】
　また、噴霧用組成物における成分（ｂ）の含有量は、噴霧用組成物の粘度を適度な範囲
にして繊維の太さを適度に調整する観点から、２質量％以上であることが好ましく、４質
量％以上であることが更に好ましく、６質量％以上であることが一層好ましい。また５０
質量％以下であることが好ましく、４５質量％以下であることが更に好ましく、４０質量
％以下であることが一層好ましい。噴霧用組成物における成分（ｂ）の含有量は、２質量
％以上５０質量％以下であることが好ましく、４質量％以上４５質量％以下であることが
更に好ましく、６質量％以上４０質量％以下であることが一層好ましい。この割合で噴霧
用組成物中に成分（ｂ）を配合することで、目的とする被膜を首尾よく形成することがで
きる。
【００３５】
　また、噴霧用組成物における成分（ｃ）の含有量は、０．５質量％以上であることが好
ましく、１．０質量％以上であることが更に好ましく、１．５質量％以上であることが一
層好ましい。また３０質量％以下であることが好ましく、２５質量％以下であることが更
に好ましく、２０質量％以下であることが一層好ましい。噴霧用組成物における成分（ｃ
）の含有量は、０．５質量％以上３０質量％以下であることが好ましく、１質量％以上２
５質量％以下であることが更に好ましく、１．５質量％以上２０質量％以下であることが
一層好ましい。この割合で噴霧用組成物中に成分（ｃ）を配合することで、目的とする被
膜の被膜形成対象物への密着性を向上させることができる。
【００３６】
　噴霧用組成物中には、上述した成分（ａ）、成分（ｂ）及び成分（ｃ）のみが含まれて
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いてもよく、あるいは本発明の効果を阻害しない範囲で、成分（ａ）、成分（ｂ）及び成
分（ｃ）に加えて他の成分が含まれていてもよい。他の成分としては、例えば、着色顔料
、体質顔料、染料、ＨＬＢ値が１０超の界面活性剤、ＵＶ防御剤、香料、忌避剤、酸化防
止剤、安定剤、防腐剤、制汗剤、各種ビタミン等が挙げられる。なお、これらの各剤は、
各剤としての用途に限られず、目的に応じて他の用途、例えば制汗剤を香料として使用す
ることができる。あるいは、他の用途との併用として、例えば制汗剤と香料としての効果
を奏するものとして使用することができる。噴霧用組成物中に他の成分が含まれる場合、
当該他の成分の配合割合は、０．１質量％以上３０質量％以下であることが好ましく、０
．５質量％以上２０質量％以下であることが更に好ましい。
【００３７】
　静電スプレー法を行う場合、噴霧用組成物として、その粘度が、２５℃において、好ま
しくは１ｍＰａ・ｓ以上、より好ましくは１０ｍＰａ・ｓ以上、更に好ましくは５０ｍＰ
ａ・ｓ以上であるものを用いる。また粘度が、２５℃において、好ましくは５０００ｍＰ
ａ・ｓ以下、より好ましくは２０００ｍＰａ・ｓ以下、更に好ましくは１５００ｍＰａ・
ｓ以下であるものを用いる。噴霧用組成物の粘度は、２５℃において、好ましくは１ｍＰ
ａ・ｓ以上５０００ｍＰａ・ｓ以下であり、より好ましくは１０ｍＰａ・ｓ以上２０００
ｍＰａ・ｓ以下であり、更に好ましくは５０ｍＰａ・ｓ以上１５００ｍＰａ・ｓ以下であ
る。この範囲の粘度を有する噴霧用組成物を用いることで、静電スプレー法によって被膜
、具体的には繊維の堆積物からなる多孔性被膜を首尾よく形成することができる。噴霧用
組成物の粘度は、密着性と感触の両立の観点から、２５℃において、より好ましくは５０
ｍＰａ・ｓ以上１０００ｍＰａ・ｓ以下である。多孔性被膜の形成は、皮膚の蒸れ防止等
を向上させる観点から有利なものである。噴霧用組成物の粘度は、Ｅ型粘度計を用いて２
５℃で測定される。Ｅ型粘度計としては例えば東京計器株式会社製のＥ型粘度計を用いる
ことができる。例えばローターとしては、ローターＮｏ．４３を用いることができる。粘
度を測定する際の条件、具体的には、ローターの型番、回転数、回転時間等は、各Ｅ型粘
度計において粘度により定められたものを用いる。
【００３８】
　噴霧用組成物は静電スプレー法によって、被膜形成対象物である例えばヒトの皮膚に直
接噴霧される。静電スプレー法は、静電スプレー工程において、静電スプレー装置を用い
て、皮膚に噴霧用組成物を静電スプレーして、被膜を形成する工程を含む。該静電スプレ
ー装置は、噴霧用組成物を収容する容器と、噴霧用組成物を吐出するノズルと、容器中に
収容されている噴霧用組成物をノズルに供給する供給装置と、ノズルに電圧を印加する電
源とを備える。好適に、図１には、本発明で好適に用いられる静電スプレー装置の構成を
表す概略図が示されている。図１に示す静電スプレー装置１０は、低電圧電源１１を備え
ている。低電圧電源１１は、数Ｖから十数Ｖの電圧を発生させ得るものである。静電スプ
レー装置１０の可搬性を高める目的で、低電圧電源１１は１個又は２個以上の電池からな
ることが好ましい。また、低電圧電源１１として電池を用いることで、必要に応じ取り替
えを容易に行えるという利点もある。電池に代えて、ＡＣアダプタ等を低電圧電源１１と
して用いることもできる。
【００３９】
　静電スプレー装置１０は、高電圧電源１２も備えている。高電圧電源１２は、低電圧電
源１１と接続されており、低電圧電源１１で発生した電圧を高電圧に昇圧する電子回路（
図示せず）を備えている。昇圧電子回路は一般にトランス、キャパシタ及び半導体素子等
から構成されている。
【００４０】
　静電スプレー装置１０は、補助的電気回路１３を更に備えている。補助的電気回路１３
は、上述した低電圧電源１１と高電圧電源１２との間に介在し、低電圧電源１１の電圧を
調整して高電圧電源１２を安定的に動作させる機能を有する。更に補助的電気回路１３は
、後述するマイクロギヤポンプ１４に備えられているモータの回転数を制御する機能を有
する。モータの回転数を制御することで、後述する噴霧用組成物の容器１５からマイクロ
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ギヤポンプ１４への噴霧用組成物の供給量が制御される。補助的電気回路１３と低電圧電
源１１との間にはスイッチＳＷが取り付けられており、スイッチＳＷの入り切りによって
、静電スプレー装置１０を運転／停止できるようになっている。
【００４１】
　静電スプレー装置１０は、ノズル１６を更に備えている。ノズル１６は、金属を初めと
する各種の導電体や、プラスチック、ゴム、セラミックなどの非導電体からなり、その先
端から噴霧用組成物の吐出が可能な形状をしている。ノズル１６内には噴霧用組成物が流
通する微小空間が、該ノズル１６の長手方向に沿って形成されている。この微小空間の横
断面の大きさは、直径で表して１００μｍ以上１０００μｍ以下であることが好ましい。
ノズル１６は、管路１７を介してマイクロギヤポンプ１４と連通している。管路１７は導
電体でもよく、あるいは非導電体でもよい。また、ノズル１６は、高電圧電源１２と電気
的に接続されている。これによって、ノズル１６に高電圧を印加することが可能になって
いる。この場合、ノズル１６に人体が直接触れた場合に過大な電流が流れることを防止す
るために、ノズル１６と高電圧電源１２とは、電流制限抵抗１９を介して電気的に接続さ
れている。
【００４２】
　管路１７を介してノズル１６と連通しているマイクロギヤポンプ１４は、容器１５中に
収容されている噴霧用組成物をノズル１６に供給する供給装置として機能する。マイクロ
ギヤポンプ１４は、低電圧電源１１から電源の供給を受けて動作する。また、マイクロギ
ヤポンプ１４は、補助的電気回路１３による制御を受けて所定量の噴霧用組成物をノズル
１６に供給するように構成されている。
【００４３】
　マイクロギヤポンプ１４には、フレキシブル管路１８を介して容器１５が接続されてい
る。容器１５中には噴霧用組成物が収容されている。容器１５は、カートリッジ式の交換
可能な形態をしていることが好ましい。
【００４４】
　以上の構成を有する静電スプレー装置１０は、例えば図２に示すように使用することが
できる。図２には、片手で把持できる寸法を有するハンディタイプの静電スプレー装置１
０が示されている。同図に示す静電スプレー装置１０は、図１に示す構成図の部材のすべ
てが円筒形の筐体２０内に収容されている。筐体２０の長手方向の一端１０ａには、ノズ
ル（図示せず）が配置されている。ノズルは、その組成物の吹き出し方向を、筐体２０の
縦方向と一致させて、被膜形成対象物である肌側に向かい凸状になるように該筐体２０に
配置されている。ノズル先端が筐体２０の縦方向においてに被膜形成対象物に向かい凸状
になるように配置されていることによって、筐体に噴霧用組成物が付着しにくくなり、安
定的に被膜を形成することができる。
【００４５】
　被膜形成対象物が使用者の自身の皮膚である場合、静電スプレー装置１０を動作させる
ときには、使用者、すなわち静電スプレーによって自己の皮膚に被膜を形成する者が該装
置１０を手で把持し、ノズル（図示せず）が配置されている該装置１０の一端１０ａを、
静電スプレーを行う対象部位に向ける。図２では、使用者の前腕部内側に静電スプレー装
置１０の一端１０ａを向けている状態が示されている。この状態下に、装置１０のスイッ
チをオンにして静電スプレー法を行う。装置１０に電源が入ることで、ノズルと皮膚との
間には電界が生じる。図２に示す実施形態では、ノズルに正の高電圧が印加され、皮膚が
負極となる。ノズルと皮膚との間に電界が生じると、ノズル先端部の噴霧用組成物は、静
電誘導によって分極してその先端部分がコーン状になり、コーン先端から帯電した噴霧用
組成物の液滴が電界に沿って、皮膚に向かって空中に吐出される。空間に吐出され且つ帯
電した噴霧用組成物から溶媒である成分（ａ）が蒸発していくと、噴霧用組成物表面の電
荷密度が過剰となり、クーロン反発力によって微細化を繰り返しながら空間に広がり、皮
膚に到達する。この場合、噴霧用組成物の粘度を適切に調整することで、噴霧された該組
成物を液滴の状態で皮膚に到達させることができる。あるいは、空間に吐出されている間
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に、溶媒である揮発性物質の成分（ａ）を該組成物から揮発させ、溶質である被膜形成能
を有するポリマーを固化させつつ、電位差によって伸長変形させながら繊維を形成し、そ
の繊維を皮膚の表面に堆積させることもできる。例えば、噴霧用組成物の粘度を高めると
、該組成物を繊維の形態で皮膚の表面に堆積させやすい。これによって、繊維の堆積物か
らなる被膜が皮膚の表面に形成される。繊維の堆積物からなる被膜は、ノズルと皮膚との
間の距離や、ノズルに印加する電圧を調整することでも形成することが可能である。
【００４６】
　静電スプレー法を行っている間は、被膜形成対象物である皮膚とノズルとの間に高い電
位差が生じている。しかし、インピーダンスが非常に大きいので、人体を流れる電流は極
めて微小である。例えば通常の生活下において生じる静電気によって人体に流れる電流よ
りも、静電スプレー法を行っている間に人体に流れる電流の方が数桁小さいことを、本発
明者は確認している。
【００４７】
　静電スプレー法によって繊維の堆積物を形成する場合、該繊維の太さは、円相当直径で
表した場合、１０ｎｍ以上であることが好ましく、５０ｎｍ以上であることが更に好まし
い。また３０００ｎｍ以下であることが好ましく、１０００ｎｍ以下であることが更に好
ましい。繊維の太さは、例えば走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）観察によって、繊維を１００
００倍に拡大して観察し、その二次元画像から欠陥（繊維の塊、繊維の交差部分、液滴）
を除き、繊維を任意に１０本選び出し、繊維の長手方向に直交する線を引き、繊維径を直
接読み取ることで測定することができる。
【００４８】
　静電スプレー法によって形成された繊維の堆積物である被膜は、構成する繊維の表面側
に、成分（ｃ）が存在する液剤担持被膜を有している。繊維の表面側とは、表面あるいは
、表面の一部、繊維間を意味する。噴霧用組成物における成分（ｃ）の含有量が、ポリマ
ーと成分（ｃ）との親和性にも依存するが、概ね１質量％以上であれば、構成する繊維が
膨潤して柔らかくなり肌への追従性が高まり、更に構成する繊維の中から成分（ｃ）がブ
リードアウトし易く、構成する繊維と繊維どうしの間に前記液剤担持被膜が形成され易く
、一方、噴霧用組成物における成分（ｃ）の含有量が１質量％未満であれば、構成する繊
維の表面に前記液剤担持被膜が形成されにくい。このように被膜を構成する繊維に前記液
剤担持被膜が形成されると、被膜形成対象物である皮膚との密着性が高まり、被膜が透明
化する傾向にあり、自然な見た目に近づく。本発明において、透明又は半透明な被膜とは
、被膜が被膜形成対象物に形成された状態で、例えば、被膜対象物がヒトの皮膚である場
合には、被膜を通して被膜形成対象物であるヒトの皮膚の色、好ましくは細かな模様等を
視認することができる状態をいい、皮膚の色等を肉眼で確認でき、好ましくは皮膚の皮丘
等の細かな構造を肉眼で視認できる状態であり、被膜の存在がわかりにくいことがより好
ましい。なお、半透明な被膜の場合、被膜が皮膚等の被膜形成対象物の表面への存在をわ
かりにくくする観点から、被膜の色は白色であることが好ましく、例えば透明又は白色の
対象物に静電スプレーした場合のＬ値は、好ましくは８０以上であり、より好ましくは９
０以上であり、同様の観点から、ａ値、ｂ値は好ましくは－２０～３０であり、より好ま
しくは－１０～２０であり、さらに好ましくは０～１０である。なおＬ値はＣＩＥ　１９
７６（Ｌ＊，ａ＊，ｂ＊）　色空間（ＣＩＥＬＡＢ）に定められた値であり、１００が白
色、０が黒色である。更に、密着の持続性が高まることから被膜形成対象物である皮膚の
保湿性、或いは皮膚の状態改善に効果的である。
【００４９】
　被膜形成対象物が汗や皮脂などを含む皮膚の場合、繊維中に成分（ｃ）が複合されるこ
とで、繊維が膨潤し可塑化しやすくなる。例えば、同じ溶液組成物を、水分や油分を含ま
ない金属表面と、水分や油分を含む肌表面、例えば手のひらに対して５秒間静電スプレー
して薄膜を作製した場合、繊維径の変化を経時観察すると、肌表面に静電スプレーされた
繊維は、金属表面に静電スプレーされた繊維よりも、膨潤により経時で大径化する。この
ように、静電スプレーにより形成された、繊維を含む被膜が、皮膚中の油分や水分で可塑
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化して一層柔らかくなることで、繊維そのものの皮膚のキメへの追従性が向上し、また繊
維から液剤、即ち成分（ｃ）がブリードアウトして、繊維表面や繊維と繊維の間に存在す
ることで、繊維を含む被膜が半透明または透明化し、見た目の自然さが付与される。被膜
形成対象物が汗や皮脂などを含む皮膚の場合、膨潤による繊維径は以下の（１）式を満た
す。
　（皮膚に対して紡糸し、３０秒後の繊維径）＞（金属板に対して紡糸し、３０秒後の繊
維径）・・・（１）
【００５０】
　静電スプレー法によって形成された繊維の堆積物である被膜あるいは噴霧用組成物にお
ける、成分（ｃ）と成分（ｂ）の合計量に対する成分（ｃ）の質量比（（ｃ）／（（ｂ）
＋（ｃ）））の値は、被膜の密着性と被膜の外観を向上する観点から、好ましくは０．０
５以上であり、より好ましくは０．０８以上であり、更に好ましくは０．１以上であり、
静電スプレーによる被膜の形成性の観点から、好ましくは０．７５以下であり、より好ま
しくは０．７以下であり、更に好ましくは０．５５以下である。同様な観点から、被膜あ
るいは噴霧用組成物における、成分（ｃ）と成分（ｂ）の合計量に対する成分（ｃ）の質
量比（（ｃ）／（（ｂ）＋（ｃ）））は、０．０５以上０．７５以下であることが好まし
く、０．０８以上０．７以下であることが更に好ましく、０．１以上０．５５以下である
ことが一層好ましい。（（ｃ）／（（ｂ）＋（ｃ）））の値が上記の範囲内であれば、繊
維が形成されやすく、静電スプレーにより形成された被膜表面のべた付きが抑制され、被
膜の感触が向上する。
【００５１】
　噴霧用組成物である成分（ａ）、成分（ｂ）及び成分（ｃ）の含有量は以下のようにし
て測定する。揮発性物質である成分（ａ）は形成された被膜に存在せず、又は存在しても
揮発するため、形成された被膜には成分（ｂ）及び成分（ｃ）のみが含有される状態で測
定し、その含有量は以下のようにして測定する。
【００５２】
　＜噴霧用組成物の成分（ａ）、成分（ｂ）及び成分（ｃ）の含有量の測定法＞
　溶液状態にて液体クロマトグラフ（ＨＰＬＣ）による分離同定や、赤外分光光度計（Ｉ
Ｒ）にて同定する方法がある。液体クロマトグラフでは、分子量の大きい成分から溶出す
るため、分子量の予測や、成分の溶出位置によって組成を同定することもできる。ＩＲ分
析では個々の吸収体より官能基を帰属し同定することも可能であり、一般的には市販添加
剤の標準チャートと成分のＩＲチャートを比較することで同定することが可能である。
【００５３】
＜形成された被膜における成分（ｂ）及び成分（ｃ）の含有量の測定法＞
　被膜を溶解可能な溶媒の探索を行い、溶媒に被膜を溶解後、液体クロマトグラフ（ＨＰ
ＬＣ）による分離同定や、赤外分光光度計（ＩＲ）にて同定する。
【００５４】
　被膜を形成する前記繊維は、製造の原理上は無限長の連続繊維となるが、少なくとも繊
維の太さの１００倍以上の長さを有することが好ましい。例えば、形成された被膜は、成
分（ｂ）を含む、好ましくは１０μｍ以上の長さ、より好ましくは５０μｍ以上の長さ、
さらに好ましくは１００μｍ以上の長さの繊維を含有することが好ましい。本明細書にお
いては、繊維の太さの１００倍以上の長さを有する繊維のことを「連続繊維」と定義する
。繊維の断面形状は好ましくは円形、又は楕円形であり、繊維の太さは円形の場合は直径
、楕円形の場合は長径の長さである。そして、静電スプレー法によって製造される被膜は
、１本又は２本以上の連続繊維の堆積物からなる多孔性の不連続被膜であることが好まし
い。このような形態の被膜は、繊維自体が柔軟でやわらかいため、集合体として１枚のシ
ートとして扱えるだけでなく、非常に柔らかい特徴を持っており、それに剪断力が加わっ
てもばらばらになりにくく、身体の動きへの追従性に優れるという利点がある。また、被
膜の完全除去が容易であるという利点もある。これに対して、細孔を有さない連続被膜は
剥離が容易でなく、また汗の放散性が低いので、皮膚に蒸れが生じる虞がある。また、粒
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子の集合体からなる多孔性の不連続被膜は、被膜を完全に除去するために、被膜全体に摩
擦をかける等の動作が必要となるなど、皮膚へのダメージなく完全除去することは困難で
ある。
【００５５】
　さらに、本発明は、噴霧用組成物が成分（ｃ）を含有することにより、形成された被膜
は、繊維同士が交差する部分において結合する結合部を含むことが好ましい。前述の結合
部を含む場合は、被膜を皮膚の表面に形成した場合に、当該皮膚を含む身体の動きへの追
随性が良好になり密着性を向上することができる。なお、前記結合部は、繊維同士が粘着
しているレベルでもよいし完全に結合しているものであってもよい。前記結合部はＳＥＭ
の画像により確認することができる。
【００５６】
　静電スプレー装置１０を用いた静電スプレー工程において、静電スプレーされ繊維状と
なった噴霧用組成物は、成分（ａ）が蒸発しながら、成分（ｂ）及び成分（ｃ）が帯電し
た状態で皮膚に直接到達する。先に述べたとおり皮膚も帯電しているので、繊維は静電力
によって一枚の膜の形態で皮膚に密着する。皮膚の表面には肌理等の微細な凹凸が形成さ
れているので、その凹凸によるアンカー効果と相まって繊維は一枚の膜の形態で皮膚の表
面に一層密着する。このようにして静電スプレーが完了したら、静電スプレー装置１０の
電源を切る。これによってノズルと皮膚との間の電界が消失し、皮膚の表面は電荷が固定
化される。その結果、一枚の膜の形態の被膜の密着性が一層発現し、着用中に被膜の際か
らの剥離がし難く、使用中の耐久性が向上する。また、被膜を構成する繊維が成分（ｃ）
を含有しているので、皮膚に別途液体を塗布しなくても、皮膚に被膜を十分に密着させる
ことができる。この理由としては、成分（ｃ）が繊維中に存在することで、可塑効果によ
り繊維自体が柔らかくなり微細な凹凸面への追従性が高まることや、成分（ｃ）が繊維表
面にブリードアウトすることで繊維と皮膚との間を液体架橋するためと考えられる。更に
、被膜を構成する繊維の繊維間又は繊維の表面に成分（ｃ）が存在する液剤担持被膜を有
しているので、被膜を構成する繊維が光を反射し難く、被膜の見た目が透明となり易く、
見た目が自然な状態で皮膚を被覆できる。
【００５７】
　ノズルと皮膚との間の距離は、ノズルに印加する電圧にも依存するが、５０ｍｍ以上、
１５０ｍｍ以下であることが、被膜を首尾よく形成するうえで好ましい。ノズルと皮膚と
の間の距離は、一般的に用いられる非接触式センサ等で測定することができる。
【００５８】
　静電スプレー法によって形成された被膜が多孔性のものであるか否かを問わず、被膜の
坪量は、０．１ｇ／ｍ2以上であることが好ましく、１ｇ／ｍ2以上であることが更に好ま
しい。また５０ｇ／ｍ2以下であることが好ましく、４０ｇ／ｍ2以下であることが更に好
ましい。例えば被膜の坪量は、０．１ｇ／ｍ2以上５０ｇ／ｍ2以下であることが好ましく
、１ｇ／ｍ2以上４０ｇ／ｍ2以下であることが更に好ましい。被膜の坪量をこのように設
定することで、被膜の密着性を向上させることができる。
【００５９】
　以上の説明は、被膜形成対象物である皮膚に被膜を直接形成しているが、被膜形成対象
物は、皮膚以外の、例えば自動車のボディー或いはシステムキッチン等を構成するステン
レスや食器などの金属部分やセラミックスであってもよい。被膜形成対象物は、従来のよ
うに、基台に膜を形成してから対象物に膜を付着させる場合の基台ではなく、噴霧させて
直接被膜を形成する対象物である。従って、被膜形成対象物の表面は、大小の凹凸のある
表面や、曲げ伸ばし等の動く対象物、うねりのある表面であっても、本発明の被膜は高い
密着性と、優れた外観を得ることができる。被膜形成対象物としては、例えば、湾曲部分
や段差のある食器、車、微細な凹凸や細孔のある壁、あるいは、皮膚、爪などが挙げられ
、より好適には皮膚、爪であり、更に好適には皮膚である。
【００６０】
　被膜形成対象物が皮膚である場合、本発明の被膜製造方法は、人体の手術、治療又は診
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断方法を目的としない各種の美容方法として有用なものである。例えば本発明の被膜製造
方法を、美容の目的で、皮膚の美白、皮膚のシミの隠蔽、皮膚のくすみ・くまの隠蔽、皮
膚の皺の隠蔽、皮膚のぼかし、紫外線からの皮膚の保護、皮膚の保湿に適用することがで
きる。これ以外に、家庭内で個人的に行う皮膚の保護のための各種の行為、例えば擦過傷
、切創、裂創及び刺創等の各種の創傷の保護、褥瘡の防止、などに本発明の被膜製造方法
を適用することもできる。形成された被膜は、関節等の皮膚の伸び縮みの程度が大きい部
位や、肩などの曲率の大きい部位に被膜を形成しても、その剥離や破れ等が生じにくくな
る。
【００６１】
　以上、本発明をその好ましい実施形態に基づき説明したが、本発明は前記実施形態に制
限されない。例えば前記実施形態においては、自己の皮膚に被膜を形成させたい者が静電
スプレー装置１０を把持し、該装置１０のノズルとその者の皮膚との間に電界を生じさせ
たが、両者間に電界が生じる限り、自己の皮膚に被膜を形成させたい者が静電スプレー装
置１０を把持する必要はない。また、図２に示すように、静電スプレー装置１０は、ヒト
の手で把持可能な装置であるが、ヒトの手で把持可能なスプレーノズルを備える操作部を
有する静電スプレー装置であってもよい。
【００６２】
　上述した実施形態に関し、本発明は更に以下の被膜の製造方法を開示する。
＜１＞
　被膜形成対象物の表面に被膜を形成する被膜の製造方法であって、前記被膜形成対象物
に組成物を直接に静電スプレーして繊維を含む堆積物からなる被膜を形成する静電スプレ
ー工程を具備し、前記組成物が、以下の成分（ａ）、成分（ｂ）及び成分（ｃ）を含む、
被膜の製造方法。（ａ）水、アルコール及びケトンからなる群より選択される１種又は２
種以上の揮発性物質。（ｂ）被膜形成能を有するポリマー。（ｃ）２０℃で液体の油及び
ポリオールから選択される１種又は２種以上を含有する液剤。
【００６３】
＜２＞
　前記被膜は、構成する前記繊維の表面側に、前記成分（ｃ）が存在する液剤担持被膜を
有している、前記＜１＞に記載の被膜の製造方法。
＜３＞
　前記被膜あるいは噴霧用組成物における、前記成分（ｂ）と前記成分（ｃ）の合計量に
対する前記成分（ｃ）の質量比（（ｃ）／（（ｂ）＋（ｃ）））の値が、好ましくは０．
０５以上０．７５以下であり、より好ましくは０．０８以上０．７以下である、前記＜１
＞又は＜２＞に記載の被膜の製造方法。
＜４＞
　前記被膜あるいは噴霧用組成物における、成分（ｂ）と成分（ｃ）の合計量に対する成
分（ｃ）の質量比（（ｃ）／（（ｂ）＋（ｃ）））の値が、好ましくは０．１以上０．５
５以下である、前記＜１＞又は＜２＞に記載の被膜の製造方法。
＜５＞
　前記成分（ｃ）が、炭化水素油、エステル油、シリコーン油、高級アルコール、及びポ
リオールから選択される１種又は２種以上の物質である、前記＜１＞ないし＜４＞のいず
れか一に記載の被膜の製造方法。
＜６＞
　前記静電スプレー工程において、静電スプレー装置を用いて前記被膜形成対象物に前記
組成物を静電スプレーして、繊維の堆積物からなる被膜を形成し、前記静電スプレー装置
が、前記組成物を収容する容器と、前記組成物を吐出するノズルと、前記容器中に収容さ
れている前記組成物を前記ノズルに供給する供給装置と、前記ノズルに電圧を印加する電
源とを備える前記＜１＞ないし＜５＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法。
【００６４】
＜７＞
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　前記成分（ａ）の揮発性物質は、その蒸気圧が２０℃において０．０１ｋＰａ以上１０
６．６６ｋＰａ以下であり、好ましくは０．１３ｋＰａ以上６６．６６ｋＰａ以下であり
、更に好ましくは０．６７ｋＰａ以上４０．００ｋＰａ以下であり、より一層好ましくは
１．３３ｋＰａ以上４０．００ｋＰａ以下である、前記＜１＞ないし＜６＞のいずれか一
に記載の被膜の製造方法。
＜８＞
　前記成分（ａ）の揮発性物質は、アルコールを含有し、好ましくは一価の鎖式脂肪族ア
ルコール、一価の環式脂肪族アルコール、及び一価の芳香族アルコールから選ばれる１種
又は２種以上を含有し、より好ましくは、エタノール、イソプロピルアルコール、ブチル
アルコール、フェニルエチルアルコール、プロパノール、及びペンタノールから選ばれる
１種又は２種以上を含有する、前記＜１＞ないし＜７＞のいずれか一に記載の被膜の製造
方法。
＜９＞
　前記成分（ａ）の揮発性物質が、（ａ１）エタノール、イソプロピルアルコール、ブチ
ルアルコールから選ばれる１種又は２種以上と、（ａ２）水の混合液であり、好ましくは
成分（（ａ２）と成分（ａ１）の質量比（ａ２）／（ａ１）が０．００２５以上０．３以
下である、前記＜１＞ないし＜８＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法。
＜１０＞
　前記成分（ａ）の揮発性物質は、ケトンを含有し、好ましくはアセトン、メチルエチル
ケトン、及びメチルイソブチルケトンから選ばれる１種又は２種以上を含有する、前記＜
１＞ないし＜９＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法。
＜１１＞
　前記成分（ａ）の揮発性物質は、（ａ１）エタノール、イソプロピルアルコール、ブチ
ルアルコール、及び（ａ２）水から選ばれる１種又は２種以上であり、好ましくはエタノ
ール、及びブチルアルコールから選ばれる１種又は２種及び（ａ２）水であり、より好ま
しくは（ａ１）エタノール及び（ａ２）水である、前記＜１＞ないし＜１０＞のいずれか
一に記載の被膜の製造方法。
【００６５】
＜１２＞
　被膜形成能を有するポリマーは水溶性ポリマーを含有し、好ましくは、前記水溶性であ
る被膜形成能を有するポリマーは、プルラン、ヒアルロン酸、コンドロイチン硫酸、ポリ
－γ－グルタミン酸、変性コーンスターチ、β-グルカン、グルコオリゴ糖、ヘパリン、
ケラト硫酸等のムコ多糖、セルロース、ペクチン、キシラン、リグニン、グルコマンナン
、ガラクツロン酸、サイリウムシードガム、タマリンド種子ガム、アラビアガム、トラガ
ントガム、大豆水溶性多糖、アルギン酸、カラギーナン、ラミナラン、寒天（アガロース
）、フコイダン、メチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピ
ルメチルセルロース等の天然高分子、部分鹸化ポリビニルアルコール（架橋剤と併用しな
い）、低鹸化ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、ポリエチレンオ
キサイド、及びポリアクリル酸ナトリウムから選ばれる１種又は２種以上である、前記＜
１＞ないし＜１１＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法。
＜１３＞
　成分（ｂ）被膜形成能を有するポリマーは水不溶性ポリマーを含有し、前記水不溶性で
ある被膜形成能を有するポリマーは、被膜形成後に不溶化処理できる完全鹸化ポリビニル
アルコール、架橋剤と併用することで被膜形成後に架橋処理できる部分鹸化ポリビニルア
ルコール、オキサゾリン変性シリコーン、ポリビニルアセタールジエチルアミノアセテー
ト、ツエイン、ポリエステル、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、ポリアクリロニトリル樹脂、アクリ
ル樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、ポリエチレンテレフタレート樹
脂、ポリブチレンテレフタレート樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリアミド樹脂、ポリイミド
樹脂、及びポリアミドイミド樹脂から選ばれる１種又は２種以上であり、より好ましくは
成分（ｂ）は水不溶性ポリマーである、前記＜１＞ないし＜１２＞のいずれか一に記載の
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被膜の製造方法。
＜１４＞
　前記成分（ｃ）である２０℃で液体の油は、２０℃において液状の炭化水素油、エステ
ル油、シリコーン油、及び高級アルコールから選ばれる１種又は２種以上であり、好まし
くはエステル油、及び高級アルコールから選ばれる１種又は２種以上であり、より好まし
くはエステル油から選ばれる１種又は２種以上を含有する、前記＜１＞ないし＜１３＞の
いずれか一に記載の被膜の製造方法。
＜１５＞
　前記成分（ｃ）が、炭化水素油、エステル油、シリコーン油、及びポリオールから選択
される１種又は２種以上である、前記＜１＞ないし＜１３＞のいずれか一に記載の被膜の
製造方法。
＜１６＞
　前記成分（ｃ）である２０℃で液体の油は、好ましくは２０℃において液状の炭化水素
油、エステル油、シリコーン油、及び高級アルコールから選ばれる１種又は２種以上であ
り、より好ましくは２０℃において液状の炭化水素油、エステル油、及びシリコーン油か
ら選ばれる１種又は２種以上を含む、前記＜１＞ないし＜１４＞のいずれか一に記載の被
膜の製造方法。
＜１７＞
　前記成分（ｃ）である２０℃で液体の炭化水素油は、流動パラフィン、スクワラン、ス
クワレン、ｎ－オクタン、ｎ－ヘプタン、シクロヘキサン、軽質イソパラフィン、及び流
動イソパラフィンから選ばれる１種又は２種以上であり、好ましくは流動パラフィン、及
びスクワランから選ばれる１種又は２種である、前記＜１４＞ないし＜１６＞のいずれか
一に記載の被膜の製造方法。
＜１８＞
　前記炭化水素油の３０℃における粘度は、好ましくは１０ｍＰａ・ｓ以上であり、より
好ましくは３０ｍＰａ・ｓ以上である、前記＜１４＞ないし＜１７＞のいずれか一に記載
の被膜の製造方法。
【００６６】
＜１９＞
　３０℃において粘度が１０ｍＰａ・ｓ未満である、イソドデカン、イソヘキサデカン、
及び水添ポリイソブテンの前記組成物中の含有量は、好ましくは１０質量％以下であり、
より好ましくは５質量％以下であり、更に好ましくは１質量％以下であり、より更に好ま
しくは０．５質量％以下であるか、または、好ましくは前記組成物は３０℃において粘度
が１０ｍＰａ・ｓ未満である、イソドデカン、イソヘキサデカン、及び水添ポリイソブテ
ンを含有しない、前記＜１＞ないし＜１８＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法。
＜２０＞
　前記成分（ｃ）である２０℃で液体のエステル油は、ＨＬＢ値が１０以下のエステル化
合物であり、脂肪酸エステル、脂肪酸アルコールエステル、多価アルコールエステル、グ
リセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステルか
ら選ばれる１種又は２種以上である、前記＜１４＞又は＜１６＞に記載の被膜の製造方法
。
＜２１＞
　前記成分（ｃ）である２０℃で液体のエステル油は、ミリスチン酸イソプロピル、オク
タン酸セチル、ミリスチン酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソプロピル、ステアリン
酸ブチル、ラウリン酸ヘキシル、ミリスチン酸ミリスチル、オレイン酸デシル、ジメチル
オクタン酸ヘキシルデシル、乳酸セチル、乳酸ミリスチル、酢酸ラノリン、ステアリン酸
イソセチル、イソステアリン酸イソセチル、１２－ヒドロキシステアリル酸コレステリル
、ジ２－エチルヘキサン酸エチレングリコール、ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル
、モノイソステアリン酸Ｎ－アルキルグリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール
、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ２－ヘプチルウンデカン酸グリセリン、トリ２－エチル
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ヘキサン酸トリメチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テ
トラ２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリット、トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル、
トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、セチル２－エチルヘキサノエート、２－
エチルヘキシルパルミテート、ナフタレンジカルボン酸ジエチルヘキシル、安息香酸（炭
素数１２～１５）アルキル、イソノニルイソノナノエート、セテアリルイソノナノエート
、トリ（カプリル酸・カプリン酸）グリセリン、（ジカプリル酸／カプリン酸）ブチレン
グリコール、トリラウリン酸グリセリル、トリミリスチン酸グリセリル、トリパルミチン
酸グリセリル、トリイソステアリン酸グリセリル、トリ２－ヘプチルウンデカン酸グリセ
リル、トリベヘン酸グリセリル、トリヤシ油脂肪酸グリセリル、トリオレイン酸グリセリ
ル、トリリノール酸グリセリル、ヒマシ油脂肪酸メチルエステル、オレイン酸オレイル、
パルミチン酸２－ヘプチルウンデシル、アジピン酸ジイソブチル、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－
グルタミン酸－２－オクチルドデシルエステル、アジピン酸ジ２－ヘプチルウンデシル、
エチルラウレート、アジピン酸イソブチル、セバシン酸ジエチル、セバシン酸ジ２－エチ
ルヘキシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシル、パルミチン酸２－ヘキシルデシル、アジ
ピン酸２－ヘキシルデシル、セバシン酸ジイソプロピル、コハク酸ジ２－エチルヘキシル
、クエン酸トリエチル、パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル、ジピバリン酸トリプ
ロピレングリコールから選ばれる１種又は２種以上である、前記＜２０＞に記載の被膜の
製造方法。
＜２２＞
　前記成分（ｃ）である２０℃で液体のエステル油の脂肪酸エステル、脂肪酸アルコール
エステル、多価アルコールエステル、及びグリセリン脂肪酸エステルは、好ましくはミリ
スチン酸オクチルドデシル、ミリスチン酸ミリスチル、ステアリン酸イソセチル、イソス
テアリン酸イソセチル、セテアリルイソノナノエート、アジピン酸イソブチル、セバシン
酸ジエチル、セバシン酸ジ２－エチルヘキシル、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン
酸イソプロピル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、安
息香酸（炭素数１２～１５）アルキル、イソノニルイソノナノエート、トリ（カプリル酸
・カプリン酸）グリセリン、トリアシルグリセライドから選ばれる１種又は２種以上であ
り、より好ましくはミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、リンゴ酸ジ
イソステアリル、セバシン酸ジエチル、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、安息香酸
（炭素数１２～１５）アルキル、イソノニルイソノナノエート、トリ（カプリル酸・カプ
リン酸）グリセリン、及びトリアシルグリセライドから選ばれる１種又は２種以上である
、前記＜２１＞に記載の被膜の製造方法。
＜２３＞
　前記成分（ｃ）である２０℃で液体のエステル油のポリグリセリン脂肪酸エステルは、
ＨＬＢ値が１０以下である、イソステアリン酸ポリグリセリル、ジイソステアリン酸ポリ
グリセリル、トリイソステアリン酸ポリグリセリル、ステアリン酸ポリグリセリル、オレ
イン酸ポリグリセリル、及びセスキカプリン酸ポリグリセリルから選ばれる１種又は２種
以であり、より好ましくはジイソステアリン酸ポリグリセリルである前記＜２０＞に記載
の被膜の製造方法。
【００６７】
＜２４＞
　前記成分（ｃ）である２０℃で液体のエステル油のソルビタン脂肪酸エステルは、ＨＬ
Ｂ値が１０以下である、モノステアリン酸ソルビタン、モノオレイン酸ソルビタン、セス
キオレイン酸ソルビタン、セスキイソステアリン酸ソルビタン、モノパルミチン酸ソルビ
タン、トリステアリン酸ソルビタン、トリオレイン酸ソルビタン、ヤシ油脂肪酸ソルビタ
ンから選ばれる１種又は２種以上である、前記＜２０＞に記載の被膜の製造方法。
＜２５＞
　前記成分（ｃ）である２０℃で液体のシリコーン油は、ジメチルポリシロキサン、ジメ
チルシクロポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、メチルハイドロジェンポリ
シロキサン、高級アルコール変性オルガノポリシロキサンから選ばれる１種又は２種以上
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である、前記＜１４＞又は＜１６＞に記載の被膜の製造方法。
＜２６＞
　前記シリコーン油の組成物中の含有量は、１０質量％以下、好ましくは５質量％以下、
更に好ましくは１質量％以下、より更に好ましくは０．１質量％以下であり、
　２５℃における前記シリコーン油の動粘度は、３ｍｍ2／ｓ以上、好ましくは４ｍｍ2／
ｓ以上、更に好ましくは５ｍｍ2／ｓ以上であり、３０ｍｍ2／ｓ以下、好ましくは２０ｍ
ｍ2／ｓ以下、更に好ましくは１０ｍｍ2／ｓ以下であり、
　前記シリコーン油はジメチルポリシロキサンを含む、前記＜２５＞に記載の被膜の製造
方法。
＜２７＞
　前記成分（ｃ）である２０℃で液体の高級アルコールは、炭素数１２～２０の液状の高
級アルコールであり、前記高級アルコールは、分岐脂肪酸あるいは不飽和脂肪酸の高級ア
ルコールから選ばれる１種又は２種以上であり、好ましくはイソステアリルアルコール、
及びオレイルアルコールから選ばれる１種又は２種である、前記＜１４＞又は＜１６＞に
記載の被膜の製造方法。
【００６８】
＜２８＞
　前記成分（ｃ）であるポリオールは、エチレングリコール、プロピレングリコール、１
，３－プロパンジオール、１，３－ブタンジオール、ジエチレングリコール、ジプロピレ
ングリコール、数平均分子量が１０００以下のポリエチレングリコール、ポリプロピレン
グリコール、グリセリン、ジグリセリン、及びトリグリセリンから選ばれる１種又は２種
以上であり、好ましくは数平均分子量が６００以下のエチレングリコール、プロピレング
リコール、１，３－ブタンジオール、ジプロピレングリコール、ポリエチレングリコール
、グリセリン、及びジグリセリンから選ばれる１種又は２種以上であり、より好ましくは
プロピレングリコール、１，３－ブタンジオール、グリセリン、及びジプロピレングリコ
ールから選ばれる１種又は２種以上である、前記＜１＞ないし＜２７＞のいずれか一に記
載の被膜の製造方法。
＜２９＞
　前記成分（ｃ）の２０℃で液体の油及びポリオールは、炭化水素油、エステル油、シリ
コーン油、及び高級アルコールから選ばれる２０℃で液体の油、並びにアルキレングリコ
ール、ポリアルキレングリコール、グリセリン及びトリグリセリンから選ばれるポリオー
ルから選択される１種又は２種以上の物質であり、好ましくは、流動パラフィン、スクワ
ラン、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、リンゴ酸ジイソステアリ
ル、セバシン酸ジエチル、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、安息香酸（炭素数１２
～１５）アルキル、イソノニルイソノナノエート、トリ（カプリル酸・カプリン酸）グリ
セリン、トリアシルグリセライド、ＨＬＢ値が１０以下である、イソステアリン酸ポリグ
リセリル、ジイソステアリン酸ポリグリセリル、トリイソステアリン酸ポリグリセリル、
ステアリン酸ポリグリセリル、オレイン酸ポリグリセリル、セスキカプリン酸ポリグリセ
リル、イソステアリン酸ポリグリセリル、ジイソステアリン酸ポリグリセリル、トリイソ
ステアリン酸ポリグリセリル、ステアリン酸ポリグリセリル、オレイン酸ポリグリセリル
、セスキカプリン酸ポリグリセリル、ジメチルポリシロキサン、数平均分子量が６００以
下のエチレングリコール、プロピレングリコール、１，３－ブタンジオール、ジプロピレ
ングリコール、ポリエチレングリコール、グリセリン、及びジグリセリンから選ばれる１
種又は２種以上である、前記＜１＞ないし＜２８＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法
。
＜３０＞
　前記成分（ａ）が（ａ１）エタノールと（ａ２）水を含み、成分（ｂ）が完全鹸化ポリ
ビニルアルコール、部分鹸化ポリビニルアルコール、ポリビニルブチラール樹脂、（アク
リル酸アルキル・オクチルアミド）共重合体、オキサゾリン変性シリコーン、ポリエステ
ル及びツエインから選ばれる１種又は２種以上であり、成分（ｃ）が炭化水素油、エステ
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ル油、シリコーン油、及びポリオールから選ばれる１種又は２種以上である、前記＜１＞
ないし＜２９＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法。
＜３１＞
　前記成分（ａ）が（ａ１）エタノールと（ａ２）水を含み、成分（ｂ）がポリビニルブ
チラール樹脂、（アクリル酸アルキル・オクチルアミド）共重合体から選ばれる１種又は
２種以上であり、成分（ｃ）が炭化水素油、エステル油、シリコーン油、及びポリオール
から選ばれる１種又は２種以上である、前記＜１＞ないし＜２９＞のいずれか一に記載の
被膜の製造方法。
＜３２＞
　前記組成物における前記成分（ａ）の含有量は、好ましくは５０質量％以上９８質量％
以下であり、より好ましくは５５質量％以上９６質量％以下であり、更に好ましくは６０
質量％以上９４質量％以下である、前記＜１＞ないし＜３１＞のいずれか一に記載の被膜
の製造方法。
＜３３＞
　成分（ｃ）以外の油は、前記組成物中の含有量が、好ましくは１０質量％以下であり、
より好ましくは８質量％以下であり、さらに好ましくは６質量％以下である、前記＜１＞
ないし＜３２＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法。
＜３４＞
　前記組成物における前記成分（ｂ）の含有量は、好ましくは２質量％以上５０質量％以
下であり、より好ましくは４質量％以上４５質量％以下であり、更に好ましくは６質量％
以上４０質量％以下である、前記＜１＞ないし＜３３＞のいずれか一に記載の被膜の製造
方法。
【００６９】
＜３５＞
　前記組成物における前記成分（ｃ）の含有量は、好ましくは０．５質量％以上３０質量
％以下であり、より好ましくは１質量％以上２５質量％以下であり、更に好ましくは１．
５質量％以上２０質量％以下である、前記＜１＞ないし＜３４＞のいずれか一に記載の被
膜の製造方法。
＜３６＞
　前記組成物における成分（ａ）の含有量が５５質量％以上９６質量％以下であり、成分
（ｂ）の含有量が４質量％以上４５質量％以下であり、成分（ｃ）の含有量が１質量％以
上２５質量％以下であり、より好ましくは１．５質量％以上２０質量％以下である、前記
＜１＞ないし＜３５＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法。
＜３７＞
　前記組成物中には、前記成分（ａ）、前記成分（ｂ）及び前記成分（ｃ）のみが含まれ
ているか、あるいは、該成分（ａ）、該成分（ｂ）及び該成分（ｃ）に加えて他の成分が
含まれており、
　前記他の成分は、着色顔料、体質顔料、染料、ＨＬＢ値が１０超の界面活性剤、ＵＶ防
御剤、香料、忌避剤、酸化防止剤、安定剤、防腐剤、制汗剤、各種ビタミンである、前記
＜１＞ないし＜３６＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法。
＜３８＞
　前記組成物中の前記他の成分の配合割合は、０．１質量％以上３０質量％以下、好まし
くは０．５質量％以上２０質量％以下である、前記＜３７＞に記載の被膜の製造方法。
＜３９＞
　前記組成物は、その粘度が、２５℃において、１ｍＰａ・ｓ以上、好ましくは１０ｍＰ
ａ・ｓ以上、更に好ましくは５０ｍＰａ・ｓ以上であり、また、２５℃において、５００
０ｍＰａ・ｓ以下、好ましくは２０００ｍＰａ・ｓ以下、更に好ましくは１５００ｍＰａ
・ｓ以下であり、好ましくは１ｍＰａ・ｓ以上５０００ｍＰａ・ｓ以下であり、より好ま
しくは１０ｍＰａ・ｓ以上２０００ｍＰａ・ｓ以下である、更に好ましくは５０ｍＰａ・
ｓ以上１５００ｍＰａ・ｓ以下である、前記＜１＞ないし＜３８＞のいずれか一に記載の
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被膜の製造方法。
【００７０】
＜４０＞
　前記被膜形成対象物がヒトの皮膚の表面である、前記＜１＞ないし＜３９＞のいずれか
一に記載の被膜の製造方法。
＜４１＞
　前記被膜は、被膜の形成後に被膜を通して皮膚の色を視認できる透明又は半透明である
、前記＜４０＞に記載の被膜の製造方法。
＜４２＞
　前記組成物は２０℃で液状であって、前記繊維は前記液状の組成物が静電スプレーされ
て形成される、前記＜１＞ないし＜４１＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法。
＜４３＞
　前記被膜を形成する繊維が連続繊維である、前記＜１＞ないし＜４２＞のいずれか一に
記載の被膜の製造方法。
＜４４＞
　前記被膜は、形成する繊維の交差する部分における結合部を含む、前記＜１＞ないし＜
４３＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法。
＜４５＞
　前記被膜形成対象物がヒトの皮膚であり、静電スプレーにより皮膚に繊維を含む堆積物
からなる透明又は半透明の被膜を形成するための前記＜１＞ないし＜４４＞のいずれか一
に記載の被膜の製造方法のための前記組成物の使用。
＜４６＞
　前記被膜形成対象物がヒトの皮膚であり、前記組成物の前記＜１＞ないし＜４４＞に記
載のいずれか一に記載の静電スプレーによる被膜の製造のための使用。
＜４７＞
　前記静電スプレーに用いる装置が、ヒトの手で把持可能な静電スプレー装置又はヒトの
手で把持可能なスプレーノズルを備える操作部を有する静電スプレー装置である、前記＜
１＞ないし＜４４＞のいずれか一に記載の被膜の製造方法。
【実施例】
【００７１】
　以下、実施例により本発明を更に詳細に説明する。しかしながら本発明の範囲は、かか
る実施例に制限されない。特に断らない限り、「％」は「質量％」を意味する。
【００７２】
　　〔実施例１〕
（１）噴霧用組成物の調製　噴霧用組成物の成分（ａ）としてエタノール（和光純薬工業
（株）社製：商品名エタノール（９９．５））を用いた。噴霧用組成物の成分（ｂ）とし
てポリビニルブチラール（積水化学工業（株）社製：商品名Ｓ－ＬＥＣ　Ｂ　ＢＭ－１）
を用いた。噴霧用組成物の成分（ｃ）としてグリセリン（花王（株）社製：商品名化粧品
用濃グリセリン）を用いた。噴霧用組成物における配合割合は、表１及び２に示すとおり
である。なお、表１及び２に示すエタノール及びグリセリンの量は、有効量であり水を含
まない。
（２）静電スプレー工程
　図１に示す構成を有し、図２に示す外観を有する静電スプレー装置１０を用い、直接皮
膚に向けて静電スプレー法を２０秒間行った。静電スプレー法の条件は以下に示すとおり
とした。
・印加電圧：１０ｋＶ
・ノズルと皮膚との距離：１００ｍｍ
・噴霧用組成物の吐出量：５ｍｌ／ｈ
・環境：２５℃、３０％ＲＨ
　この静電スプレーによって、皮膚の表面に繊維の堆積物からなる一枚の膜の形態である
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被膜が形成された。被膜は直径約４ｃｍの円であり、質量は約３．８ｍｇであった。上述
した方法で測定された繊維の太さは６６０ｎｍであった。
【００７３】
　　〔実施例２～実施例５〕
　噴霧用組成物における成分（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）を、以下の表１に示す条件とした
以外は実施例１と同様にして、静電スプレー工程を行い、繊維の堆積物からなる被膜を得
た。
【００７４】
　　〔実施例６～実施例１０〕
　噴霧用組成物における成分（ｃ）をジイソステアリン酸ポリグリセリル―２（日清オイ
リオグループ株式会社製：商品名コスモール４２Ｖ）に変更し、以下の表１に示す条件と
した以外は実施例１と同様にして、静電スプレー工程を行い、繊維の堆積物からなる被膜
を得た。
【００７５】
　　〔実施例１１〕
　噴霧用組成物における成分（ａ）を実施例１に用いたエタノールに１－ブタノール（和
光純薬工業（株）社製：商品名　１Ｂｕｔａｎｏｌ）を更に加えたものに変更し、成分（
ｂ）を（アクリル酸アルキル・オクチルアクリルアミド）コポリマー（Ａｋｚｏｎｏｂｅ
ｌ社製：商品名ＤＥＲＭＡＣＲＹＬ　７９）に変更し、成分（ｃ）をジイソステアリン酸
ポリグリセリル―１０（マツモトファインケミカル株式会社製：商品名マツネートＭＩ－
１０２）に変更し、以下の表１に示す条件とした以外は実施例１と同様にして、静電スプ
レー工程を行い、繊維の堆積物からなる被膜を得た。
【００７６】
　　〔比較例１〕
　噴霧用組成物に成分（ｃ）を含有しない以外は、実施例１と同様にして、静電スプレー
工程を行い、繊維の堆積物からなる被膜を得た。
【００７７】
　　〔比較例２〕
　噴霧用組成物に成分（ｃ）を含有せず、成分（ａ）を実施例１に用いたエタノールに１
－ブタノール（　和光純薬工業（株）社製：商品名　１Ｂｕｔａｎｏｌ）を更に加えたも
のに変更し、成分（ｂ）を（アクリル酸アルキル・オクチルアクリルアミド）コポリマー
（Ａｋｚｏｎｏｂｅｌ社製：商品名ＤＥＲＭＡＣＲＹＬ　７９）に変更する以外は、実施
例１と同様にして、静電スプレー工程を行い、繊維の堆積物からなる被膜を得た。
【００７８】
　　〔評価〕
　実施例及び比較例で形成された被膜について、皮膚との密着性、被膜の外観を、以下の
基準で評価した。その結果を表１に示す。
【００７９】
　＜皮膚との密着性＞
１：静電スプレー工程での紡糸直後から被膜がほぼすべて剥離する。
２：静電スプレー工程での紡糸直後では被膜が貼り着くが、静止状態３０分後に被膜面積
の５０％以上が剥離する。
３：静電スプレー工程での紡糸直後では被膜が貼り着くが、静止状態３０分後に被膜面積
の５０％未満が剥離する。
４：静電スプレー工程での紡糸後、静止状態で３０分間は被膜が貼り着くが、指で平行方
向に剪断力を与えると剥離する。
５：静電スプレー工程での紡糸後、静止状態で３０分間は被膜が貼り着き、指で平行方向
に剪断力を与えても剥離しない。
【００８０】
　＜被膜の外観＞
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１：被膜の外観が白く見える。
２：被膜の外観が白に近い半透明に見える。
３：被膜の外観が半透明に見える。
４：被膜の外観が薄い半透明に見える。
５：被膜の外観が透明に見える。
【００８１】
【表１】
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【００８２】
　　〔実施例１２〕
　実施例３の噴霧用組成物を用いて、実施例１の静電スプレー工程にて、以下に示す対象
物（ｄ）及び（ｅ）に静電スプレー法を５秒間行った。付着してから３０秒経過後の繊維
の堆積物からなる被膜を得た。
　（ｄ）手のひら
　（ｅ）１００ｍｍ×１００ｍｍ×１０ｍｍのアルミ金属板表面
【００８３】
　　〔実施例１３〕
　実施例７の噴霧用組成物を用いて、実施例１２と同様にして静電スプレー工程を行い繊
維の堆積物からなる被膜を得た。
【００８４】
　　〔実施例１４〕
　噴霧用組成物における成分（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を、以下の表１に示す条件とした以
外は実施例１２と同様にして、静電スプレー工程を行い、繊維の堆積物からなる被膜を得
た。
【００８５】
　　〔比較例３〕
　比較例１の噴霧用組成物を用いて、実施例１の静電スプレー工程にて、実施例１２と同
様にして、静電スプレー工程を行い、繊維の堆積物からなる被膜を得た。
【００８６】
　　〔評価〕
　対象物（ｄ）と（ｅ）に静電スプレーして３０秒間付着させた後に、被膜を剥がし、走
査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）観察によって、繊維径を直接読み取ることで平均繊維径を得た
。繊維の太さは、走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）観察によって、繊維を１００００倍に拡大
して観察し、その二次元画像から欠陥（繊維の塊、繊維の交差部分、液滴）を除き、繊維
を任意に１０本選び出し、繊維の長手方向に直交する線を引き、繊維径を直接読み取るこ
とで測定した。（１）式を満たす場合は皮膚との密着性や被膜の外観が良好となり、（２
）式を満たす場合は皮膚と密着しにくく、外観も白く不自然な状態であった。結果を表２
に示す。
　（ｄ）の平均繊維径＞（ｅ）の平均繊維径・・・（１）
　（ｄ）の平均繊維径≦（ｅ）の平均繊維径・・・（２）
【００８７】
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【表２】

【００８８】
　表１及び表２に示す結果から明らかなとおり、各実施例の方法によって形成された被膜
は、比較例の方法によって形成された被膜に比べて、皮膚との密着性が高く、透明性が高
いことが認められた。
【００８９】
　　〔実施例１５～実施例２８〕
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　表３、表４に示す噴霧用組成物について、実施例１と同様にして、静電スプレー工程を
行い、繊維堆積物からなる被膜を得た。実施例１と同様にして、皮膚との密着性、被膜の
外観の評価と、下記の被膜の感触の評価を行った。評価結果を表３及び表４に示す。
【００９０】
　＜被膜の感触＞
　実施例１５～実施例２８の被膜について、被膜形成後３０分後の被膜を指で押したとき
の感触を以下の評価基準により評価した。評価は３名で行い、協議の結果を表３に示す。
１：べとべとする
２：ややべとつく
３：しっとりした感触
４：なめらか
５：すべるようになめらか
―：密着性の評価が５未満
【００９１】



(27) JP 6453434 B2 2019.1.16

10

20

30

40

【表３】

※１　ＫＦ－９６Ａ-  ６３ＣＳ（信越化学工業株式会社製）
※２　エステモールＮ-０１（日清オイリオグループ株式会社製）
※３　サラコス９９（日清オイリオグループ株式会社製）
【００９２】
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【表４】

【００９３】
　実施例２３、２５～２８の被膜の形成に使用した噴霧組成物の粘度を下記の条件で測定
した。該粘度の測定結果と、実施例２３、２５～２８の被膜の密着性及び感触の評価を表
５に示す。
　表５に示す実施例２６、２８の被膜は、皮膚との密着性が高くしっとりした感触の被膜
であるが、ややタック力があり、成分（ｂ）が完全に乾燥せずにタック力が発現したこと
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による感触であると考えられる。一方、成分（ｂ）に対して成分（ｃ）の含有量が多い実
施例２７の被膜は、皮膚との密着性が高くややべとつく感触であり、成分（ｃ）に由来す
るべとつきであると考えられる。
　粘度の測定条件は、噴霧組成物を調製後１日２５℃にて保存後、２５℃において、Ｅ型
粘度計（ＶｉｓｃｏｎｉｃＥＭＤ、東京計器株式会社製）により、ローターＮｏ．４３を
用い、回転数は１２８０ｍＰa・ｓ以上の場合は１ｒｐｍ、１２８ｍＰa・ｓ以上１２８０
ｍＰa・ｓ未満の場合は１０ｒｐｍ、１２８ｍＰa・ｓ未満の場合は１００ｒｐｍとした。
【００９４】
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【表５】

【００９５】
　実施例３の被膜と、比較例１の被膜のＳＥＭ画像を各々図３、図４に示す。ＳＥＭ画像
は、被膜形成をしてから３０分経過後、金蒸着処理し、加速電圧１０ｋＶ、５０００倍の
条件で電子顕微鏡（ＪＥＯＬ、ＪＳＭ－６５１０）により観察し撮影した画像である。図
３に示すように実施例３の被膜には繊維同士の交差部分に結合している結合点の存在が認
められる。
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【００９６】
　　〔実施例２９〕
　表６に記載の噴霧組成物について、実施例１と同様にして、静電スプレー工程を行い、
繊維堆積物からなる被膜を得た。実施例１と同様にして、被膜の外観の評価を行った。評
価結果を表６に示す。
【００９７】
【表６】

　表６に示す結果から明らかなとおり、実施例２９の被膜は、外観が半透明であった。
【符号の説明】
【００９８】
１０　静電スプレー装置
１１　低電圧電源
１２　高電圧電源
１３　補助的電気回路
１４　マイクロギヤポンプ
１５　容器
１６　ノズル
１７　管路
１８　フレキシブル管路
１９　電流制限抵抗
２０　筐体



(32) JP 6453434 B2 2019.1.16

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(33) JP 6453434 B2 2019.1.16

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ａ６１Ｋ   8/85     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/898    　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/64     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/85     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/31     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/64     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/37     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/31     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/89     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/37     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｑ  19/00     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/89     　　　　        　　　　　
   　　　　                                Ａ６１Ｑ   19/00     　　　　        　　　　　

    審査官  清水　晋治

(56)参考文献  特開２００８－１７９６２９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－１７３０３１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００７－５２６２２４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１０４２１１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００５－５２３９８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１５４３３６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１７－０７８０６２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００３－５０６４７０（ＪＰ，Ａ）　　　
              安全データシート（ＳＤＳ）、［online］、不明、昭和化学株式会社［2018年8月31日検索］、
              インターネット＜URL：http://www.st.rim.or.jp/~shw/MSDS22033350.pdf

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ０５Ｄ　　　１／００－７／２６
              Ａ６１Ｋ　　　８／００－８／９９
              Ａ６１Ｑ　　　１／００－９０／００
              ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＭＥＤＰｌｕｓ（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

